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さ え き かず み
本編 は 1984年か ら 1993年12月 ま で の、 佐伯ー麦の全著作物 （印刷物） を 対象 と し た。 下

限 に格別 の 意味 は な い。 当 初 は 1996年 6 月 ま で を収録範囲 と し 、 ま さ に 不断 に 更新 さ れ つ
つ あ る 「現在」 に 追 い つ か ん と す る 野心を こ め て い た が、 あ ま り に 分量が多 す ぎ て 、 制 限
を越え て し ま っ た の で縮小 し た も の で あ る 。 発表方法 ・ 形態 に つ い て は 考 え 直 さ な け れ ば
な ら な い よ う だ。

以 下 に 簡単 な 凡例 を示す。
第 l 部 は 「著書」 （単行本 ・ 文庫本） と し 、 発行年月 日 、 内 容等 の 書誌 的 な 事項 に つ い

て 略記 し た。 そ の 記載方針 に つ い て は一 目 瞭然で あ る か ら 、 あ え て 説 明 す る ま で も な いが、
こ れ ら は現在で も 容易 に 入手可能で あ る 。 現段階 に お い て は、 い た ず ら に 詳細 な 記載 を す
る 必要 も あ る ま い と 判断 し て、 基本的 な 事項を記す に と ど め た。

第 2 部 は 「著作年表」 で あ り 、 雑誌 ・ 新聞等 の初 出 の あ り 方 に つ い て記載 し た。 新聞 に
つ い て は、 縮制版 が あ る も の は そ れ に依 っ て い る 。 「年表」 と い う 性格 か ら 、 再録 さ れ た
も の も 掲載 し て い る が、 そ の こ と は そ の 旨 明 示 し た。 著作の表題官頭に付 し た ア ル フ ァ ベ ッ
ト は、 F ＝ 小説、 E ＝ 随筆、 T ＝ 対談 ・ 座談、 I ＝ 談話の謂 い で あ り 、 利用 の 便 を考慮 し
て 、 著作 の性質 を あ ら か じ め 表示 し 、 ま た、 そ の 概要を知 る た め に、 二種類 の 注記 を 施 し
た。 。 は 、 帰絵画家名 や、 項 目 名 等、 お も に 著作頁 内 に 傍記 さ れ た も の へ の 注、 ※ は、 説
明 し た 方が良か ろ う と 判断 さ れ た こ と や、 著作 内容の十数字 に ま と め あ げ た 解題等、 編者
の 私注 で あ る こ と を示 し て い る 。 今後 と も 増え 続 け て ゆ く 現代作家 の 著作 を う ま く 分類す
る た め に 付 し た も の で あ っ て 、 無理や り デ ッ チ 上 げ た要約な る も の を全面的 に 信 じ ら れ で
も 、 私 と し て は 当 惑す る ばか り で あ る こ と も 、 こ こ に 述べ て お こ う 。

あ ま り 紙数 も な い の で、 く だ く だ し い 凡例 は控え る が、 第 1 部、 第 2 部 と も 、 見 れ ば そ
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れ が何を示 し て い る の か がす ぐ 分か る よ う に配列 し た つ も り で あ る 。 い た ら な い 点 が あ れ
ば指摘 し て欲 し い。

ま た 、 こ の作家が 「佐伯ー麦」 に な る 以前の 週刊誌記事や習作的小説 に つ い て は、 本編
の 記載対象 の 外 と し た が、 い ず れ報告す る 機会 が あ る で あ ろ う 。 彼 の 著作 に つ い て言及 し
た 「参考文献 目 録」 な る も の も 準備 し て い る が、 こ れ も 後 で、 と い う こ と に な ら ざ る を得
な い。

岡本順氏、 河北新報社の 協力 を 仰 い だ。 と り わ け 岡本氏 に は、 あ つ く お礼を 申 し 上 げ た
L 、。

＝第 1 部 著書 （単行本 ・ 文庫本） ＝

く単行本＞
0 『雛の棲家」

1987年10月 15 日 発行

福武書店 刊 A 5 判
装槙 司 修
本文 「雛の 楼家」 p 7～ p 69 

「朝の 一 日 」 p 71～ p 91 
「木を 接 ぐ 」 p 93～ P 159 
「虫が 噴 う J P 161～ P 204 
「転居記」 P 205～ P 259 

定価 1400円
0 『 シ ョ ー ト ・ サ ー キ ッ ト 』

1990年 8 月 15 日 発行

福武書店 刊 A 5 判
写真 築地 仁 装丁 菊地信義
本文 「 シ ョ ー ト ・ サ ー キ ッ ト 」 p 5～ p 79 

「 プ レ ー リ ー ・ ド ッ グ の 街」 p 81～ P 145 
「端午」 P 147～ P 210 

あ と が き P 211  
定価 1500円 （本体1456円）

0 『一輪』
1991年 2 月 15 日 発行
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福武書店 刊 A 5 判

装丁 司 修
本文 「一輪」 p 5～ P 128 

「 ポ ー ト レ ー ト 」 P 129～ P 207 
定価 1200円 （本体1165円）

o rァ ・ ル ー ス ・ ボ ー イ 』
1991年 6 月 20 日 発行

新潮社 刊 A 5 判
装画 松本孝志
本文 「 ア ・ ル ー ス ・ ボ ー イ 」 P 3～ P 181 
定価 1 100 円 （本体1068円）

＝ 第 2 部 著作年表 ＝

1984年 （昭和59年）
F 木 を 接 ぐ

佐伯ー麦十年 一 書誌 ・ 1984～1993ー

（「海燕」 1984年11月 号、 第 3 巻第11号、 P 75～107、 1984 ・ 11 ・ 1 発行、 10月 7 日
発売、 福武書店）

O表題肩 に 第三回 「海燕」 新人文学賞当選作
※ 当選作 は 二作。 も う 一作 は 小林恭二 「電話男」

選考委員 は 以 下 の 5 名 。 大 庭 み な 子、 瀬戸 内 晴美、 中 村真一郎、 古井 由 吉、
三浦哲郎

E 受賞の こ と ば
（「海燕」 1984年11月 号、 第 3 巻第11号、 P 69、 1984 ・ 1 1 ・ l 発行、 10月 7 日 発売 、
福武書店）

1985年 （昭和60年）
F 虫 が 噴 う

（「海燕」 1985年 6 月 号、 第 4 巻第 6 号、 P 57～76、 1985 ・ 6 ・ 1 発行 、 5 月 7 日
発売、 福武書店）

。 目 次 に 「海燕J 新人文学賞受賞第一作
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1986年 （昭和61年）
F 転居記

（「海燕」 1986年 3 月 号、 第 5 巻第 3 号、 P 66～92、 1986 ・ 3 ・ l 発行、 2 月 7 日
発売、 福武書店）

F 朝 の 一 日
（「新潮J 1986年12月 号、 第83巻第12号、 第983号、 P 79～89、 1986 ・ 12 ・ 1 発 行 、
11月 7 日 発売、 新潮社）

1987年 （昭和62年）
F 雛の 棲家

（「海燕」 1987年 6 月 号、 第 6 巻第 6 号、 P 18～48、 1987 ・ 6 ・ 1 発行、 5 月 7 日
発売、 福武書店）

。 目 次 に 九O枚

1988年 （昭和63年）
F 端午

（「海燕」 1988年 2 月 号、 第 7 巻第 2 号、 P 96～119、 1988 ・ 2 ・ 1 発行、 1 月 7 日
発売、 福武書店）

。 目 次 に 七三枚

1989年 （昭和64年 ・ 平成元年）
F プ レ ー リ ー ・ ド ッ グ の f持

（「新潮」 1989年 6 月 号、 第86巻第 6 号、 第1013号、 P 113～137、 1989 ・ 6 ・ 1 発
行、 5 月 7 日 発売、 新潮社）

E （読書 ア ン ケ ー ト ’89印象 に 残 っ た本）
（「新刊 ニ ュ ー ス」 1990年 1 月 号、 第41巻第 1 号、 通巻474号、 P 37、 1990 ・ 1 ・ l
発行、 89年12月 15 日 発売、 東京出版販売株式会社）

※ 1989年 に 読ん だ本の 中 か ら 3 冊、 高井有一 『夜の 蟻』 （筑摩書房） 、 雑誌 「群像」

7 月 号 （講談社） 、 和 田 静子 『命の 残 り 夫和 田芳恵』 （河 出 書房新社） を挙 げ、
若干の コ メ ン ト を 付 し た も の

- 74 



佐伯ー麦十年一書誌 ・ 1984～1993 -

1990年 （平成 2 年）
F シ ョ ー ト ・ サ ー キ ッ ト

（「海燕」 1990年 4 月 号、 第 9 巻第 4 号、 P 46～74、 1990 ・ 4 ・ 1 発行 、 3 月 7 日
発売、 福武書店）

。 目 次 に 九一枚
I 新人作家犯人目現在 佐伯ー麦

（「文学界」 1990年 5 月 号、 第44巻第 5 号、 P 38～39、 1990 ・ 5 ・ 1 発行、 4 月 7
日 発売、 文事春秋）

。表題脇 の 惹句 何 し で も 食 っ て い け る 、 と い う の は 嘘だ よ 。
作家の 目 が あ る か ら 身 を や っ し て ら れ る

。 イ ン タ ピ ュ ア ー CA ・ Y )

F ポ ー ト レ ー ト
（「文芸」 1990年秋季号、 第29巻第 3 号、 P 216～241、 1990 ・ 8 ・ 1 発 行 、 7 月 5

日 発売、 河出 書房新社）
F 一輪

（「海燕」 1990年12月 号、 第 9 巻第12号、 P 58～ 100、 1990 ・ 12 ・ l 発行、 1 1 月 7 日
発売、 福武書店）

O 目 次 に 一三五枚
E （読書 ア ン ケ ー ト ’90印象 に 残 っ た本）

（「新刊 ニ ュ ー ス 」 1991年 1 月 号、 第42巻第 1 号、 通巻486号、 P 35、 1991 ・ 1 ・ 1
発行、 90年12月 15 日 発売、 東京 出版販売株式会社）

※ 1990年 に 読 ん だ 本 の 中 か ら 3 冊 、 『 八 木 義 徳 全 集 全 8 巻 』 （ 福 武 書 店 ） 、

清水邦夫 『冬 の 少年』 （講談社） 、 ア ラ ン ・ シ リ ト ー 『渦 を の が れ て 』 （福武書店）
を 挙 げ、 若干の コ メ ン ト を付 し た も の

1991年 （平成 3 年）
F ア ・ ル ー ス ・ ボ ー イ

（「新潮」 1991年 4 月 号、 第88巻第 4 号、 第1035号、 P 44～ 125、 1991 ・ 4 ・ 1 発行、

3 月 7 日 発売、 新潮社）
く〉 目 次 に 250枚

E 電気屋 の 道
（「東京新聞」 1991年 4 月 17 日 発行、 夕刊第 9 面、 中 日 新聞東京本社）
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※茨城県最西部の 町で迎え る 三度 目 の 春 と 、 先達和 田芳恵 と も 共通す る 職人 の 道 に
つ い て

E “ お れ” の 内実 を 描 く 長距離鵠噸独 7う ン ・ シ リ ト

（「す ば る 」 1991年 7 月 号、 第13巻第 7 号、 P 176～177、 1991 ・ 7 ・ 1 発行 、 6 月
6 日 発売、 集英社）

。特集 ・ 文庫で読む青春文学
F 行人塚

（「新潮」 1991年 7 月 号、 第88巻第 7 号、 第1038号、 P 28～36、 1991 ・ 7 ・ 1 発行、
6 月 7 日 発売、 新潮社）

0表題肩 に 三 島 由紀夫賞受賞第一作
E 受賞 の 言葉

（「新潮」 1991年 7 月 号、 第88巻第 7 号、 第1038号、 p 6 、 1991 ・ 7 ・ 1 発行、 6
月 7 日 発売、 新潮社）

※ 「 ア ・ ル ー ス ・ ボ ー イ 」 で、 第 四 回 三 島 由 紀夫賞を受賞
選考委員 は 江藤淳、 大江健三郎、 筒井康隆、 中上健次、 宮本輝の 5 名

T 「私」 の 内 実
聞 き 手 ・ 島弘之

（「新潮」 1991年 7 月 号、 第88巻第 7 号、 第1038号、 P 18～27、 1991 ・ 7 • 1 発行 、
6 月 7 日 発売、 新潮社）

O末尾 に （一九九一 ・ 五 ・ 二0)
I ぼ く 、 お れ、 私

（「波J 1991年 7 月 号、 第25巻第 7 号、 通巻第259号、 P 50～55、 1991 ・ 7 ・ 1 発行 ・
発売、 新潮社）

※ 三 島 由 紀夫賞受賞 に 関 す る 談話
T 対談 内面の ノ ン フ ィ ク シ ョ ン

山 田 詠美 と
（「海燕」 1991年 8 月 号、 第10巻第 8 号、 P 146～ 174、 1991 ・ 8 ・ 1 発行、 7 月 7

日 発売、 福武書店）
。末尾 に (1991 ・ 6 ・ 13)

F 古河
（「海燕」 1991年 9 月 号、 第10巻第 9 号、 P 96～ 106、 1991 ・ 9 ・ 1 発行、 8 月 7 日
発売、 福武書店）
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E 麦主義者
（「海燕」 1991年10月 号、 第10巻第10号、 P 158～ 159、 1991 ・ 10 ・ 1 発行、 9 月 7

日 発売、 福武書店）
※ 「冬主義者」 上林暁 に 倣 っ て、 自 ら を 「麦主義者」 と 宣言す る

I イ ン 1 1:.1－ 現代文学 と 風土 佐伯ー麦氏
（「河北新報」 1991年 9 月 17 日 発行、 第四面、 河北新報社）

O惹句 「働 い て現実性強め る 」 下か ら の視点 を 守 り た い
0聞 き 手 赤聞記者

E 輯 不屈 の理念 錦戦郎 f畑町河削
（「群像」 1991年11月 号、 第46巻第11号、 P 250～251、 1991 ・ 11 ・ 1 発 行 、 10月 7

日 発売、 講談社）
E 生命 の樹を仰 ぐ

（「新潮」 1991年11月 号、 第88巻第11号、 第1042号 、 P 306～307、 1991 ・ 11 ・ 1 発
行、 10月 7 日 発売、 新潮社）

。 シ リ ー ズ名 本
※ 『野 口 富士男 自 選小説全集』 （河 出書房新社刊） の書評

E 解説
（新潮文庫 山 田 詠美 『 ひ ざ ま ず い て足を お祇 め』、 P 313～318、 1991 ・ 11 ・ 25発
行、 新潮社）

0末尾 に （平成三年十月 、 作家）
F 嫌犬記

（「新潮」 1992年 1 月 号、 第89巻第 1 号、 第1044号、 P 296～304、 1992 ・ 1 ・ 1 発
行、 91年12月 7 日 発売、 新潮社）

F 百合根
（「群像」 1992年 1 月 号、 第47巻第 1 号、 P 146～ 153、 1992 ・ 1 ・ 1 発 行 、 91 年 12
月 7 日 発売、 講談社）

E ア ン ケ ー ト わ た し の ベ ス ト 3 一一 ー拙4 ・ 文学的幡
（「文学界J 1992年 1 月 号、 第46巻第 1 号、 P 304、 1992 ・ 1 ・ 1 発行、 91年12月 7

日 発売、 文義春秋）
※ 3冊、 安 岡章太郎 『夕 陽の河岸』、 辻章 『 こ の世の こ と 』、 山 田詠美 『 ト ラ ッ シ ュ 』 の

書名 を 挙 げ る の み。
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1992年 （平成 4 年）
E 『ハ ッ ク ルペ リ ー ・ フ ィ ン の 冒 険』

（「文学界」 1992年 2 月 号、 第46巻第 2 号、 P 71、 1992 ・ 2 ・ 1 発行、 1 月 7 日 発
売、 文塞春秋）

。 シ リ ー ズ名 読書 ノ ー ト
※ 上掲書は マ ー ク ・ ト ウ ェ イ ン著 西 田 実訳 岩波文庫

E 解説 に か え て 古紬祇／：：OJ接点

（福武文庫 古井由 吉 『招魂 と し て の 表現� P 333～338、 1992年 1 月 16 日 発行、 福
武書店）

E お だ や か な 中 間色の追想
（「波」 1992年 2 月 号、 第26巻第 2 号、 通巻第266号、 P 64、 1992 ・ 2 ・ 1 発行 ・ 発
売、 新潮社）

。 シ リ ー ズ名 ブ ッ ク プ レ ー ト
※干刈 あ が た 『ラ ス ト ・ シ ー ン』 （河 出書房新社） の 書評

E 『労働 と 人生 につ い て の 省察』
（「文学界」 1992年 3 月 号、 第46巻第 3 号、 P 77、 1992 ・ 3 ・ 1 発行、 2 月 7 日 発
売、 文塞春秋）

。 シ リ ー ズ名 読書 ノ ー ト
※ 上掲書 は シ モ ー ヌ ・ ヴ ェ イ ユ著 黒木義典 ・ 田辺保訳 勤草書房刊

E 『妻喰 い 男一一汁 け ・ チャ ン ヨ ン踊集』
（「文学界J 1992年 4 月 号、 第46巻第 4 号、 P 133、 1992 ・ 4 ・ 1 発行、 3 月 7 日 発
売、 文事春秋）

。 シ リ ー ズ名 読書 ノ ー ト
※上掲書 は レ ス カ ー ・ ム シ カ シ ン ト ー ン 訳 井村文化事業社刊

E 『南小泉村」 と 「土』
（「海燕」 1992年 4 月 号、 第11巻第 4 号、 P 12～15、 1992 ・ 4 ・ 1 発行、 3 月 7 日
発売、 福武書店）

※ 真 山 青果 と 長塚節の 二作品 につい て，思 う こ と
T 内面の ノ ン フ ィ ク シ ョ ン

山 田詠美 と
（ 山 田詠美 『 内 面の ノ ン フ ィ ク シ ョ ン』 P 125～184、 1992 ・ 4 ・ 15発行、 福武書店）

※ 1991年 8 月 号 「海燕」 所掲、 同名対談の再録
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E 屋根の 上 の 指南書－ r r ンテナ ・ ハ ン ド7け j

（「波」 1992年 7 月 号、 第26巻第 7 号、 通巻第271号、 P 26～27、 1992 ・ 7 ・ 1 発行 ・
発売、 新潮社）

。特集 青春 ・ 本 と の 出 会 い
E 排尿失禁

（「群像」 1992年 9 月 号、 第47巻第10号、 P 182～183、 1992 ・ 9 ・ 1 発行 、 8 月 7
日 発売、 講談社）

※ 四年ぷ り に 電気工事の 仕事 に 復帰 し て、 ビ ー ル に 酔 っ て 昏倒、 医者 に 原因 不 明 の
「排尿失禁」 な る 診断 を受 け た こ と に つ い て

E 茶色の皮 ジ ャ ン
（「新潮」 1992年10月 号、 第89巻第10号、 第1053号、 P 224、 1992 ・ 10 ・ 1 発行、 9
月 7 日 発売、 新潮社）

。追悼特集 ・ 中上健次 の う ち
T 臓 “俺を畏れ よ 、 畏れ さ せ よ ” 中上敵討由ように う lj とめるか

島 田 雅彦 ・ 渡部直 己 と
（「海燕」 1992年10月 号、 第11巻第10号、 P 134～ 157、 1992 ・ 10 ・ 1 発 行 、 9 月 7

日 発売、 福武書店）
※ 中上健次追悼鼎談
。末尾 に (1992 ・ 8 ・ 22 福武書店）

I 東北視野 に 創作活動へ 三島由紀夫賞受賞 ・ 仙台崎町削除ん

（「河北新報」 1992年10月 18 日 発行、 第 9 面、 河北新報社）
。惹句 宮城県 山 元 町 に 移住 文学一本 に 絞 る 豊 か な 世界 を あ り の ま ま に

F あ る 帰宅

（「群像」 1993年 1 月 号、 第48巻第 l 号、 P 48～73、 1993 ・ 1 ・ 1 発 行、 92年 12 月
7 日 発売、 講談社）

E XI:子供のいる臨 髄載 自 転車
（「あ け ぼの 」 1993年 1 月 号、 第38巻第 1 号、 P 30、 1993 ・ 1 ・ 1 発 行 、 92年 12月
10 日 発売、 聖パ ウ ロ 女子修道会）

1993年 （平成 5 年）
E 1と子供。いる風景 第四 焚火

（「あ け ぼの 」 1993年 2 月 号、 第38巻第 2 号、 P 30、 1993 ・ 2 ・ 1 発行、 1 月 10 日
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発売、 聖パ ウ ロ 女子修道会）

E 鏡の 中 の 自 分
（「新潮」 1993年 3 月 号、 第90巻第 3 号、 第1058号、 P 270、 1993 ・ 3 ・ 1 発行、 2
月 7 日 発売、 新潮社）

。 シ リ ー ズ名 本
※ 黒井千次 『 自 画像 と の 対話』 （文事春秋） の書評

I 先宮城鳴いj , t - ')  や る 気が あ れ ば壁 は 突破で き る
（「河北新報」 1993年 2 月 8 日 発行、 第 4 面、 河北新報社）

※ 仙台一高 出 身者四人の 後輩へ の メ ッ セ ー ジ の う ち
E 批子供のいる臨 第 1目 凧揚 げ

（「あ け ぼの 」 1993年 3 月 号、 第38巻第 3 号、 P 30、 1993 ・ 3 ・ 1 発行、 2 月 10 日
発売、 聖パ ウ ロ 女子修道会）

E ギ ッ て で も 読 め ！
（「波」 1993年 3 月 号、 第27巻第 3 号、 通巻第279号、 P 12～13、 1993 ・ 3 ・ 1 発行 ・
発売、 新潮社）

※ 川 村毅 『ギ ッ タ ー ズ」 （新潮社） の 書評
E '.(I：子陸自いる臨 制目 犬

（「 あ け ぼ の」 1993年 4 月 号、 第38巻第 4 号、 P 30、 1993 ・ 4 ・ 1 発行、 3 月 10 日
発売、 聖パ ウ ロ 女子修道会）

E 中 国 の 建設現場 と 文学
（「波」 1993年 4 月 号、 第27巻第 4 号、 通巻第280号、 P 53～55、 1993 ・ 4 ・ 1 発行 ・
発売、 新潮社）

※92年秋 に 、 訪 中作家代表団 の ひ と り と し て 旅行 し た と き の こ と
E 早春 の 記

（「文学界」 1993年 5 月 号、 第47巻第 5 号、 p 12～13、 1993 ・ 5 ・ l 発行、 4 月 7
日 発売、 文事春秋）

※係累 と 別 れ て 、 ひ と り 仙台市 内 の ア パ ー ト で暮 ら す春 の 日 々 の こ と
E Jl:I:子供自いる眠 第 咽 机

（「あ け ぼ の」 1993年 5 月 号、 第38巻第 5 号、 P 30、 1993 ・ 5 ・ 1 発行、 4 月 10 日
発売、 聖ノ f ウ ロ 女子修道会）

E 辛夷 に 会 う
（「河北新報J 1993年 4 月 20 日 発行、 第12面、 河北新報社）
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。惹句 春の 到来を実感
※ 春 の 訪 れ を 知 ら せ る 辛夷 （ こ ぶ し） の花を、 仙台市野草園 に 見 に 行 っ た こ と

E ；｛／；子蜘いる臨 第 咽 泣 く 子
（「あ け ぼ のJ 1993年 6 月 号、 第38巻第 6 号、 P 30、 1993 ・ 6 ・ 1 発行 、 5 月 10 日
発売、 聖パ ウ ロ 女子修道会）

E 蝋白星7 ンテナ 屋根の 上 か ら 、 は じ め ま し て
（「河北新報」 1993年 5 月 13 日 発行、 第14面、 河北新報社）

0惹句 見知 ら ぬ世界 に 触手
※ 「蜘妹の 巣 ア ン テ ナJ は、 佐伯 自 身 の 命名 に よ る 連載 コ ラ ム 名 。 隔週掲載

E 集量白星ア ンテナ ラ イ ト ・ フ ィ ー ル ド

（「河北新報」 1993年 5 月 27 日 発行、 第四面、 河北新報社）
0惹句 不器用 な 人 の 持 ち 場

E 鰍白星ア ンテナ 街 に里 の 風 が 吹 く
（「河北新報」 1993年 6 月 10 日 発行、 第四面、 河北新報社）

O惹句 心地 よ い “神保作品”
E ；｛／；子蜘いる崩 事 7 目 鯉 の ぼ り

（「あ け ぼの 」 1993年 7 月 号、 第38巻第 7 号、 P 30、 1993 ・ 7 ・ 1 発行 、 6 月 10 日
発売、 聖パ ウ ロ 女子修道会）

E 鰍白星7 ンテナ 梅雨の 愉 し み
（「河北新報」 1993年 6 月 24 日 発行、 第四面、 河北新報社）

0惹句 切 れ 間 に 色 と 会 う
E 電鍵を 打つ 文学

（「波」 1993年 7 月 号、 第27巻第 7 号、 通巻第283号、 P 72～73、 1993 ・ 7 ・ 1 発行 ・

発売、 新潮社）
。 シ リ ー ズ名 ブ ッ ク プ レ ー ト
※ 丸 山健二 『見 よ 、 月 が後を追 う 』 （文義春秋） の 書評

E 諦 安西篤子 『黒鳥』 糊制
（「海燕」 1993年 8 月 号、 第12巻第 8 号、 P 320、 1993 ・ 8 ・ 1 発行、 7 月 7 日 発売、
福武書店）

T 臨会 「私」 と い う 現象
日 野啓三 ・ 三浦雅士 と

（「群像」 1993年 8 月 号、 第48巻第 8 号、 P 198～222、 1993 ・ 8 ・ 1 発 行 、 7 月 7
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日 発売、 講談社）
0特集 ・ 変容す る 「私」 の う ち
。表題下の写真脇 に 一九九三年五月 七 日

E 鰍峨7 ンテナ ペ ン ネ ー ム に つ い て
（「河北新報」 1993年 7 月 8 日 発行、 第12面、 河北新報社）

O惹句 ゴ ッ ホ へ の 熱い共感
E Iと子供自いる風景 制 目 草野球

（「あ け ぼ の」 1993年 8 月 号、 第38巻第 8 号、 P 30、 1993 ・ 8 ・ 1 発行 、 7 月 10 日
発売、 聖パ ウ ロ 女子修道会）

E 蝋峨7 ンテナ お 先 に ど う ぞ
（「河北新報」 1993年 7 月 22 日 発行、 第15面、 河北新報社）

O惹句 マ イ ペ ー ス で生 き る
E 鰍目黒7 ンテナ 夏 の 街 （ こ だ ま ）

（「河北新報」 1993年 8 月 5 日 発行、 第15面、 河北新報社）
O惹句 悲 し げ に 鳴 く カ ラ ス

E XI:子供自いる蹄 別 目 '"  

（「あ け ぼ のJ 1993年 9 月 号、 第38巻第 9 号、 P 30、 1993 ・ 9 ・ 1 発行 、 8 月 10 日
発売、 聖パ ウ ロ 女子修道会）

E 広瀬川 べ り を歩 く
（「朝 日 新聞」 1993年 8 月 13 8 発行、 夕刊第 3 面、 朝 日 新聞社）

※ こ の 夏、 父 と と も に 川 べ り を歩い た と き の こ と
E 鵬白島7 ンテナ 星空を仰 ぐ

（「河北新報」 1993年 8 月 19 日 発行、 第15面、 河北新報社）
0惹句 7 つ の流れ星を観測

E ま ぼ ろ し の 夏 に 拾 う
（「 日 本経済新聞」 1993年 8 月 29 日 発行、 第32面、 日 本経済新聞社）

※ 中上健次一周 忌 に 思 う 、 熊野 と 東北 と の 関 わ り
E 鋼障の県7 ンテナ 「泡鳴岩」 を知 り ま せん か

（「河北新報」 1993年 9 月 2 日 発行、 第15面、 河北新報社）
0惹句 い と し ゃ竜の 口 渓谷

E 書評 古井 由 吉 『魂の 日 』 蹴書店刊
（「海燕」 1993年10月 号、 第 12巻第10号、 P 320、 1993 ・ 10 ・ 1 発行、 9 月 7 日 発売、
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福武書店）
E XI:子仰いる風景 第IO回 通信簿

（「あ け ぼの 」 1993年10月 号、 第38巻第10号、 P 30、 1993 ・ 10 ・ 1 発行 、 9 月 10 日
発売、 聖ノ f ウ ロ 女子修道会）

E 鰍の果7 ンテナ 家 い き れ
（「河北新報J 1993年 9 月 16 日 発行、 第11面、 河北新報社）

0惹句 脳髄 に 刻 ま れ た 世界
E 鰍の県7 ンテナ 私 の 大学

（「河北新報」 1993年 9 月 30 日 発行、 第四面、 河北新報社）
0惹句 「記者」 生活の 4 年間

F 渡良瀬 髄載

（「海燕」 1993年11月 号、 第12巻第11号、 P 84～91、 1993 ・ 1 1 ・ 1 発行、 10月 7 日
発売、 福武書店）

0画 ： 西方久
E )(I:子供自いる風景 第11回 流れ星

（「あ け ぼの 」 1993年11月 号、 第38巻第11号、 P 30、 1993 ・ 11 ・ 1 発行 、 10月 10 日
発売、 聖パ ウ ロ 女子修道会）

E 鰍目黒7 ンテナ 山 形 国 際 ド キ ュ メ ン タ リ ー 映画祭 （上）
（「河北新報」 1993年10月 14 日 発行、 第15面、 河北新報社）

O惹句 夫婦 に つ い て 考え る

E 鰍由果ア ンテナ 山 形 国 際 ド キ ュ メ ン タ リ ー 映画祭 （下）
（「河北新報」 1993年10月 28 日 発行、 第13面、 河北新報社）

0惹句 冷徹 な 視線 に は疑問
F 渡良瀬 連載j

（「海燕」 1993年12月 号、 第12巻第12号、 P 226～234、 1993 ・ 12 ・ 1 発行、 1 1 月 7
日 発売、 福武書店）

0画 ： 西方久
E 父t子世田いる風景 最終回 挨拶

（「あ け ぼ の 」 1993年12月 号、 第38巻第12号、 P 30、 1993 ・ 12 ・ 1 発 行、 1 1 月 10 日
発売、 聖パ ウ ロ 女子修道会）

E 醐白星ア ンテナ 公孫樹

（「河北新報」 1993年11月 11 日 発行、 第14面、 河北新報社）
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。惹句 思 い 出 の一本 の 古木
E 鵬吟7ンテナ あ の 夕 陽

（「河北新報」 1993年11月 25 日 発行、 第14面、 河北新報社）
0惹句 日 野啓三 さ ん の こ と

F 木 の 一族
（「新潮」 1994年 1 月 号、 第91巻第 l 号、 第1068号、 p 206～242、 1994 ・ 1 ・ 1 発
行、 93年12月 7 日 発売、 新潮社）

0 目 次 に 110枚
F 渡良瀬 連載1

（「海燕」 1994年 1 月 号、 第13巻第 1 号、 P 218～225、 1994 ・ 1 ・ 1 発 行 、 93年12

月 7 日 発売、 福武書店）

O画 ： 西方久
E 落葉焚 き

（「東京新聞」 1993年12月 7 日 発行、 夕刊第 9 面、 中 日 新聞東京本社）
※ 図書館の あ る 公園 で 目 に し た落葉焚 き の風景 と 、 そ こ か ら 紡 ぎ 出 さ れ て く る 記憶

の ぬ く も り
E 鰍略行什 缶詰記

（「河北新報」 1993年12月 9 日 発行、 第12面、 河北新報社）

0頼 り に な る の は根気
E 少年繍 I j同

（「 あ け ぼ の 」 1994年 1 月 号、 第39巻第 1 号、 P 27、 1994 ・ 1 ・ 1 発行、 93年 1 2 月
10 日 発売、 聖ノ f ウ ロ 女子修道会）

E 鰍時7 ンテナ 母校再訪
（「河北新報」 1993年12月 23 日 発行、 第14面、 河北新報社）

O惹句 気取 ら ず本音を語 る
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